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平成 30 年度の一般会計予算が、３月定例議会で認定されました。

主な歳入項目

平成 30 年度　小国町一般会計当初予算 平
成
30
年
度　

施
政
方
針

平
成
30
年
３
月
小
国
町
議
会
定
例
会
で
、
北
里
耕
亮
町
長
が
平
成
30
年
度
施
政
方
針
を
述
べ

た
の
で
、
小
国
町
の
財
政
と
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

自主財源…町が自主的に収入することが出来る財源のことです。

依存財源…国や県などが定めた額を交付されたり、割り当てられる収入のことです。

◆町　　　税　　町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など

◆地方交付税　　国が、町の様々な状況に応じて交付するもの

◆国庫支出金

　・県 支 出 金　　
国や県から事業を行うために交付されるもの

◆町　　　債　　事業を行うために借り入れるもの

◆繰　入　金　　基金などから繰り入れるもの

自主財源
11億4,143万円
　　　　(22.2%)

町税　　　　　
5億7,184万円
　　　　(11.1%)

分担金及び負担金
3,405万円(0.7%)

繰越金
5,000万円(1.0%)

繰入金
2億2,140万円(4.3%)

使用料及び手数料
1億4,986万円(2.9%)

諸収入他
1億1,428万円(2.2%)

地方交付税
23億4,100万円
(45.6%)

依存財源
39億9,057万円
(77.8%)

国庫支出金
5億1,957万円
(10.1%)

町債
4億7,610万円
(9.3%)

県支出金
4億3,900万円
(8.6%)

地方譲与税
7,500万円(1.5%)

地方消費税交付金他
1億3,990万円(2.7%)

歳入総額
51億3,200万円

一般会計：歳入予算の状況

51 億 3,200 万円
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◆議会費
　 議会の運営経費
◆総務費
　 町の行政、財産、地籍、光ファイ

バー、環境モデル、税、選挙など
の経費

◆民生費
　福祉向上、障害者・老人・児童福
　祉のための経費
◆衛生費
　 各種検診、予防接種、し尿・ごみ処理

等のための経費
◆農林水産業費
　 中山間地域等直接支払、多面的

機能支払、家畜改良、土地改良、
有害鳥獣対策、間伐材利用促進
などの経費

◆商工費
　 鍋ヶ滝公園、ゆうステーション周

辺整備、商店街空き家対策、商
工・観光振興などの経費

◆土木費
　 町道維持管理・新設改良、住宅

管理などの経費
◆消防費
　 消防団、災害対策などの経費
◆教育費
　 学校管理、教育振興、生涯学習、

図書室、総合型スポーツクラブ、
体育施設などの経費

◆災害復旧費
　 災害復旧のための経費
◆公債費
　 借入金の返済のための経費
◆諸支出金
　 特別会計（国保・介護・美術館・

農業集落排水・後期高齢）への
拠出金

◆義務的経費

　 その支出が義務付けられているもの

です。

◆その他の経費

　 町が任意に支出するものや、後年に形

を残さない性質のものなどです。

◆投資的経費

　 資本の形成に効果があり、施設等が

ストックされ将来に残るものに支出す

るものです。

総務費
11億1,226万円
(21.7%)

消防費
1億8,574万円
(3.6%)

衛生費
2億7,716万円
(5.4%)

歳出総額
51億3,200万円

諸支出金
3億7,091万円
(7.2%)

農林水産業費
4億3,947万円
(8.6%)

土木費
5億2,451万円
(10.2%)

教育費
3億3,397万円
(6.5%)

公債費
4億7,293万円
(9.2%)

民生費
10億5,984万円
(20.7%)

商工費
2億6,197万円
(5.1%)

災害復旧費
422万円
(0.1%)

議会費
8,362万円(1.6%)

予備費
500万円(0.1%)

維持補修費
2,924万円(0.6%)

扶助費
4億7,667万円
(9.3%)

公債費
4億7,293万円

(9.2%)

物件費
8億9,754万円

(17.5%)

補助費等
10億5,242万円
(20.5%)

積立金
446万円
(0.1%)

繰出金
3億7,092万円

(7.2%)

  　　普通建設事業費
7億6,537万円
（14.9%）   

投資的経費
7億6,959万円

(15.0%)　　　

その他の経費
23億6,300万円

(46.1%)

義務的経費
19億9,941万円

　　　 (38.9%)

人件費
10億4,981万円

（20.4%)

災害復旧事業費
422万円(0.1%)

貸付金
342万円
(0.1%)

予備費
500万円(0.1%)

歳出総額
51億3,200万円

一般会計：歳出予算（目的別）の状況

一般会計：歳出予算（性質別）の状況
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こ
こ
か
ら
は
、
各
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

小
国
町
役
場
庁
舎
の
耐
震
化

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、
未
耐
震
の
自

治
体
庁
舎
が
被
災
し
、
住
民
デ
ー
タ
等
が
操

作
で
き
ず
、
被
災
者
救
済
に
支
障
を
き
た
し

ま
し
た
。
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、
行

政
の
中
枢
で
あ
り
、
住
民
福
祉
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
防
災
の
拠
点
で
あ
る
役
場
庁
舎
の
耐

震
化
を
検
討
し
ま
す
。

防
災
消
防
機
能
強
化

　

昨
年
度
に
策
定
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
基
づ
き
、
避
難
住
民
の
安
全
性
の
確
保

の
た
め
指
定
避
難
所
の
施
設
強
化
と
し
て
杖

立
防
災
セ
ン
タ
ー
（
避
難
所
）
建
設
・
高
齢

者
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
弱
者
対
策
と
し
て

ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
、
消
防
施
設
と
し
て
、

防
火
水
槽
の
新
設
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
の
機
能
強
化
や
、
自
主
防
災
組
織
を

中
心
に
新
た
な
住
民
避
難
訓
練
の
在
り
方
も

検
討
し
ま
す
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入

　

情
報
シ
ス
テ
ム
関
係
の
ソ
フ
ト
改
修
の
費

用
節
減
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
向
上
、
災

害
時
の
業
務
継
続
、
業
務
の
標
準
化
を
図
る

た
め
、
住
民
情
報
・
税
務
な
ど
の
基
幹
系
シ

ス
テ
ム
の
全
て
、
財
務
会
計
、
人
事
給
与
な

ど
の
内
部
管
理
系
の
う
ち
一
部
シ
ス
テ
ム
の

ク
ラ
ウ
ド
化
を
進
め
ま
す
。

地
方
創
生

　

国
は
、
昨
年
12
月
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
改
訂
版
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
推
進
と
言
う
新
た
な

考
え
方
を
取
り
入
れ
、
関
係
省
庁
と
連
携
し

て
、
地
方
の
支
援
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
「
小
国

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生　

総
合
戦
略
」

の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
各
課
と
連
携
し
て

施
策
・
事
業
の
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
人
口
減
少
の
歯
止
め
の
一
環
と
、
地
域

の
活
力
の
た
め
に
、
移
住
・
定
住
対
策
も
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

地
域
公
共
交
通

　

小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー
（
小
国
～
大
津
直
行

便
）
を
昨
年
に
引
き
続
き
運
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
小
国
郷
の
人
た
ち
に
も
来
訪
者
の
人

た
ち
に
も
便
利
な
便
に
な
る
よ
う
模
索
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
バ
ス
）

の
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
、
委
託
事
業
者

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
金
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
今
年
も
、「
米
」
や
「
肉
」
な
ど
の
返

礼
品
を
柱
に
据
え
る
な
ど
、
返
礼
品
事
業
者

の
支
援
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
航
空
会
社

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
活
用
で
き
る
地
域
経
済

応
援
ポ
イ
ン
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
と

ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
イ
ン
ト
を
繋
げ
る
仕
組

み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
企
業
版

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

き
ま
す
。

情
報

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
エ
フ
エ
ム
小
国
、
屋
外
放
送

の
円
滑
な
放
送
・
維
持
管
理
の
た
め
引
き
続

き
関
連
機
器
の
保
守
管
理
を
行
う
と
と
も
に

「
お
ぐ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
」、「
エ
フ
エ
ム
ラ
ジ
オ
」

番
組
の
制
作
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
等
と
併
せ
て
小
国
町
で
の
身
近
な
暮
ら
し

及
び
災
害
情
報
等
を
迅
速
に
伝
え
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、光
施
設
利
用
普
及
に
努
め
、住
民
・

事
業
所
・
企
業
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

商
工

　

地
域
活
性
化
の
拠
点
施
設
「
ゆ
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
、
平
成
27
年
１
月
に
重
点
道
の

駅
に
選
定
さ
れ
、
今
年
度
も
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
、
駐
車
場
拡
大
整

備
、
多
機
能
ト
イ
レ
等
の
整
備
を
行
い
、
慢

性
的
な
駐
車
場
混
雑
緩
和
対
策
等
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
移
住
希
望
者
向
け
の
短
期
宿
泊

体
験
及
び
小
国
材
の
Ｐ
Ｒ
等
を
兼
ね
た
体
験

型
多
目
的
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
整
備
に
向
け
た

検
討
を
行
い
ま
す
。
小
国
町
商
工
会
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
創
業
支
援
事
業
や
資
格
取

得
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
商
店
街
等
の

実
態
調
査
を
行
い
、
新
た
な
商
工
業
振
興
策

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

観
光

　

鍋
ヶ
滝
公
園
周
辺
地
域
道
路
渋
滞
緩
和
対

策
の
一
環
と
し
て
鍋
ヶ
滝
公
園
バ
イ
パ
ス
道

路
整
備
（
今
年
度
実
施
測
量
設
計
）
に
取
り

組
み
、
地
元
の
生
活
と
共
生
す
る
観
光
地
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

小
国
町
観
光
窓
口
の
一
本
化
に
よ
る
観
光

総
合
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

す
る
小
国
町
観
光
協
会(

仮
称)

へ
支
援
を

行
い
、
観
光
産
業
の
健
全
な
発
展
と
地
域
経

済
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
入
込

客
及
び
交
流
人
口
の
増
加
を
推
進
す
る
た

め
、
委
託
事
業
に
取
り
組
み
観
光
・
交
流
に

よ
る
地
域
経
済
の
浮
揚
を
目
指
し
ま
す
。

農
業
振
興

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
昨
年
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
米
価
格
の
低
迷
な

ど
農
家
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
本
型
直

接
支
払
制
度
の
う
ち
、「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
事
業
」、「
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
持

続
的
な
農
業
経
営
の
支
援
と
中
山
間
地
域
の

集
落
営
農
と
農
村
集
落
の
維
持
保
全
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
農
地
利
用
集
積
・

集
約
化
を
進
め
て
い
く
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
事
業
の
推
進
と
併
せ
、
上
田
３
、
４
、

５
部
地
区
で
設
立
さ
れ
た
農
事
組
合
法
人
か

み
だ
の
支
援
を
行
い
、
中
山
間
地
域
に
お
け

る
担
い
手
の
育
成
確
保
と
農
地
の
有
効
利
用
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及
び
、
法
人
よ
る
地
域
営
農
活
動
の
構
築
な

ど
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

畜
産
振
興

　

小
国
町
の
農
畜
産
物
販
売
に
大
き
な

ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
る
特
産
品
で
あ
る
小
国

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
と

肉
用
牛
の
増
頭
と
産
地
維
持
を
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
飼
料
づ
く

り
の
推
進
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
国

郷
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
で
は
、
今
後
の

畜
産
振
興
と
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
実
施

に
向
け
た
検
討
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
も
家
畜
改
良
増
殖
を
目

的
と
し
人
工
授
精
に
お
け
る
技
術
料
、
精
液

代
を
助
成
す
る
「
家
畜
改
良
事
業
補
助
金
」、

肉
用
牛
の
産
地
維
持
の
た
め
増
頭
、
牛
群
改

良
に
お
け
る
繁
殖
雌
牛
の
導
入
を
助
成
す
る

「
産
地
維
持
対
策
事
業
補
助
金
」、
阿
蘇
の
赤

牛
と
草
原
の
維
持
再
生
を
目
的
と
し
家
畜
衛

生
費
、
土
壌
改
良
材
、
放
牧
資
材
管
理
費
用

な
ど
の
一
部
を
助
成
す
る
「
放
牧
活
用
型
草

原
等
再
生
事
業
補
助
金
」
な
ど
小
国
畜
産
業

の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

担
い
手
育
成
推
進

　

農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
農
業
担
い
手
不
足
の
対
策
と
し
て
組
織
し

た
若
手
農
業
者
の
会
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
今
年
度
も
専
業
農
家
の
親
元
に
就
農
す

る
新
規
農
業
者
に
対
し
て
町
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
一
定
期
間
の
支
援
を
行
う
こ
と
で

担
い
手
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

循
環
型
農
業

　

農
産
物
直
販
所
「
薬
味
野
菜
の
里
小
国
」

を
中
心
に
展
開
す
る
「
循
環
型
農
業
」
に
つ

い
て
は
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
事
業

に
よ
る
店
舗
の
建
て
替
え
工
事
と
駐
車
場
整

備
工
事
が
完
了
し
ま
す
。
新
店
舗
で
の
営
業

開
始
に
向
け
て
の
準
備
を
行
い
ま
す
。
併
せ

て
、
今
年
度
も
町
内
か
ら
出
る
食
品
残
渣
を

活
用
し
た
小
国
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
堆
肥
の
製

造
・
販
売
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
は
安
心
・
安
全
を
売
り
に
し
た

薬
味
野
菜
な
ど
生
産
か
ら
販
売
に
つ
い
て
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
薬
味

野
菜
の
里
」
は
６
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
出
荷
協
議
会
員
数
も
増
え
順
調
に
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
所
得
向

上
と
生
き
が
い
の
場
の
提
供
な
ど
広
く
町
民

に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
店
舗
の

オ
ー
プ
ン
を
機
に
更
な
る
発
展
を
目
指
し
循

環
型
農
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
等
に
よ
る
荒
廃
農
林
地
の
増
加
に
伴
い

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
今
年
度
も
引
き
続
き
、
農
作

物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置
す
る

電
気
牧
柵
の
一
部
補
助
「
有
害
鳥
獣
防
除
柵

設
置
事
業
」、
駆
除
許
可
に
基
づ
き
、
捕
獲
し

た
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
対
し
て
補
助
を
行
う

「
有
害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
」、
及
び
「
有
害
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
補
助
金
」
の
ほ

か
、
猟
期
に
捕
獲
し
た
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に

対
し
助
成
金
を
支
払
う
「
野
生
動
物
生
息
数

適
正
管
理
助
成
金
」
等
を
実
施
し
、
捕
獲
に

よ
る
絶
対
数
の
減
少
に
努
め
る
ほ
か
、
平
成

28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
県
が
実
施
す

る
「
え
づ
け
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
鳥
獣
被
害
対
策
事

業
」
に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
、
防
除
の
観

点
か
ら
も
被
害
防
止
を
目
指
し
ま
す
。

林
業
振
興

　

小
国
林
業
の
活
性
化
と
森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
森
林
経

営
計
画
に
基
づ
き
「
く
ま
も
と
の
森
林
利
活

用
最
大
化
事
業
」
に
よ
る
適
正
な
森
林
管
理

と
間
伐
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

林
齢
の
平
準
化
を
目
的
と
し
、
主
伐
後
の
再

造
林
、
下
刈
り
に
係
る
経
費
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
木
の
伐
採
と
再
造
林
を
促

進
す
る
「
主
伐
促
進
支
援
事
業
」、
施
業
地
集

約
化
を
図
る
た
め
、
切
捨
て
間
伐
で
林
家
の

負
担
が
大
き
い
11
年
生
か
ら
35
年
生
の
除
伐

に
補
助
す
る
「
集
約
化
除
伐
支
援
事
業
」
を

実
施
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
山
林
へ
と
転

換
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
更
な
る
森
林
整
備

の
効
率
化
と
平
成
31
年
度
よ
り
譲
与
さ
れ
る

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
を
運
用
す
る
た
め
、

林
地
の
基
礎
情
報
を
集
積
し
た
台
帳
整
備
を

行
い
ま
す
。
世
代
交
代
が
急
が
れ
る
林
業
担

い
手
は
、
雇
用
の
安
定
と
知
識
習
得
を
目
的

と
す
る
「
小
国
林
業
担
い
手
育
成
事
業
」、
一

人
親
方
の
福
祉
の
向
上
と
労
働
環
境
改
善
の

た
め
の
支
援
事
業
と
し
て
「
小
国
林
業
一
人

親
方
組
合
林
退
共
補
助
金
」「
小
国
林
業
機
械

導
入
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
労
働
環
境
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、製
材
業
、

森
林
組
合
等
が
一
体
と
な
り
小
国
材
の
販
路

拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
工
法
と
し

て
森
林
組
合
が
取
り
組
む
「
Ｗ
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
工

法
」
等
を
含
め
た
営
業
展
開
を
支
援
す
る
た

め
「
小
国
材
販
売
促
進
事
業
」・「
小
国
杉
使

用
建
築
物
支
援
事
業
」
に
も
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
り
引
き
を
縁
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の
連
携
が
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
小
国
町
の
林
業
振
興
に
理
解
を
い

た
だ
く
こ
と
で
、
森
林
に
対
す
る
支
援
の
輪

が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
木
育
事
業
は

町
内
の
幼
児
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ウ
ッ
ド

ス
タ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
軸
に
九
州
内
外
へ

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
国
杉
の
良
さ
と

付
加
価
値
を
広
め
て
い
き
ま
す
。

団
体
営
土
地
改
良
事
業
費

　

概
略
設
計
を
行
っ
た
２
地
区
（
宮
原
地
区

内
・
黒
渕
地
区
内
）
が
国
の
農
業
農
村
整
備

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
水
路
整
備
等
の
事

業
施
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
補
助
事
業

等
の
調
整
要
望
等
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て

石
井
水
路
（
宮
原
地
区
）
の
水
門
（
１
基
）

設
置
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
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治
山
事
業
費

　

平
成
31
年
度
以
降
に
熊
本
県
の
補
助
金
を

活
用
し
て
治
山
事
業
（
北
里
西
村
地
区
ほ
か

１
箇
所
実
施
設
計
済
）
が
施
工
で
き
る
よ
う

に
、
事
業
の
調
整
要
望
を
行
い
ま
す
。

道
路
維
持
費

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
る
橋
梁

と
ト
ン
ネ
ル
の
定
期
点
検
、
及
び
電
源
立
地

交
付
金
に
よ
る
町
道
岳
の
湯
線
の
一
部
舗
装

の
打
替
え
を
施
行
す
る
ほ
か
、
町
道
の
側
溝
、

排
水
施
設
、
路
側
、
法
面
等
の
維
持
修
繕
を

併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

道
路
新
設
改
良
費

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

今
年
度
は
下
滴
水
線
、
小
原
田
寺
尾
野
線
、

明
里
線
及
び
は
げ
の
湯
線
の
４
路
線
の
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
管
理
費

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し

て
、
老
朽
化
し
た
住
宅
の
解
体
撤
去
及
び
関

田
住
宅
の
屋
上
外
壁
改
修
工
事
に
取
り
組
み

ま
す
。

水
道
事
業

　

上
水
道
の
各
配
水
池
の
水
位
の
確
認
、
ま

た
、
昨
年
度
に
統
合
し
た
、
上
滴
水
地
区
の

水
源
濁
水
対
策
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
も
有
収
率
の
向
上
及
び
配
水
管
の
耐

震
化
に
向
け
て
、
老
朽
化
し
た
秋
原
地
区
の

配
水
管
布
設
替
え
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

地
籍
調
査

　

上
田
地
区
６
．
７
９
Ｋ
㎡
、
北
里
地
区
１
．

９
０
Ｋ
㎡
合
わ
せ
て
８
．
６
９ 

Ｋ
㎡
の
一
筆

地
調
査
及
び
地
籍
測
量
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
事
業
実
施
に
よ
り
、
進

捗
率
は
69
％
程
に
な
り
ま
す
。

徴
収

　

徴
収
率
向
上
や
職
員
の
能
力
向
上
を
目
的

と
し
た
阿
蘇
郡
市
の
併
任
徴
収
に
つ
い
て
、

今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、
滞
納
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

住
民
相
談

　

住
民
が
持
つ
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除

き
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
無

料
法
律
相
談
、
消
費
生
活
相
談
、
そ
の
ほ
か

相
談
業
務
な
ど
、
総
合
的
な
住
民
相
談
窓
口

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
生
活
相

談
は
、
熊
本
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
を

活
用
し
て
相
談
体
制
の
維
持
・
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
南
小
国
町
と
の
広
域
連
携
に
よ

り
、
住
民
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

戸
籍
住
民
窓
口
業
務

　

戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
戸
籍
・

住
民
基
本
台
帳
の
届
出
受
付
、
異
動
処
理
を

適
正
に
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
住
民
が
気
軽

に
、
ま
た
安
心
し
て
来
庁
で
き
る
よ
う
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

人
権
啓
発

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
差
別
の
な
い
社
会
形

成
の
た
め
、
住
民
へ
の
人
権
啓
発
の
推
進
を

目
的
と
し
た
隣
保
館
交
流
促
進
事
業
（
ふ
れ

あ
い
教
室
等
）・
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
・
人
権
啓

発
研
修
会
等
の
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

環
境
衛
生

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
一
般
家
庭
か
ら
で
る
廃
棄
物
の
処
理
及

び
火
葬
業
務
等
を
、
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組

合
に
事
務
委
託
を
行
い
な
が
ら
、
町
全
体
の

環
境
保
全
業
務
の
維
持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
浄
化
槽
（
転
換
）
設
置
者
に
対
す
る

補
助
金
事
業
に
つ
い
て
建
設
課
か
ら
事
務
移

管
を
行
い
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
や
住
民

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
福
祉

　

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
、
福
祉
協

力
員
等
と
連
携
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
の
災
害
時
避
難
行
動
要
支

援
者
の
登
録
者
増
を
図
り
ま
す
。
地
域
福
祉

計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
対
策
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
支
援
に
よ

り
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催
な
ど

に
よ
り
、
福
祉
政
策
の
啓
発
等
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
第
４
次
地

域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
平
成

31
～
35
年
度
ま
で
の
５
カ
年
）
を
策
定
し
ま

す
。

障
害
者
福
祉

　

第
５
期
障
害
者
福
祉
計
画
（
平
成
30
年
度

～
平
成
32
年
度
の
３
カ
年
）
を
昨
年
度
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
に
基
づ
き
相
談
支
援
事
業

の
充
実
な
ど
、
さ
ら
に
き
め
細
や
か
な
障
害

者
福
祉
政
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

老
人
福
祉
・
介
護
保
険

　

第
７
期
小
国
町
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成
30
年
度
～
平
成
32
年
度
の

３
カ
年
）
を
昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
。
制
度

の
定
着
・
高
齢
化
等
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
費
用

も
増
大
し
保
険
料
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
制
度
の
持

続
可
能
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
で
き
る
よ

う
、特
に
介
護
予
防
（
健
康
づ
く
り
）
の
周
知
、

啓
発
及
び
推
進
と
介
護
給
付
適
正
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

児
童
福
祉

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
基
に
、

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
図
り
ま
す
。

乳
幼
児
・
児
童
等
の
医
療
費
助
成
は
昨
年
度

に
現
物
支
給
制
度
の
エ
リ
ア
拡
充
（
南
小
国

町
と
阿
蘇
市
の
一
部
）
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
医
療
費
助
成
年
齢
を
引
き
上
げ
対
象

者
を
高
校
生
ま
で
と
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
・
予
防
接
種

　

今
年
度
も
、
住
民
健
診
、
保
健
指
導
の
受

診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
重
症
化
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予
防
の
た
め
健
診
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に

も
、
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
各
種
が
ん

検
診
、
妊
婦
歯
科
健
診
及
び
予
防
接
種
事
業

（
14
疾
病
の
予
防
接
種
）
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
同
様
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度

　

国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
が
減
少
傾

向
に
あ
る
中
、
依
然
と
し
て
一
人
当
た
り
の

医
療
費
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
の
国
保
制
度
改
正
も
踏
ま
え
、
健
全

で
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
の

受
診
率
向
上
な
ど
、
保
健
事
業
に
力
点
を
置

い
て
、
特
に
特
定
健
診
未
受
診
者
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
な
お
、
若
い
世
代
に

健
康
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
健
康

診
断
（
特
定
健
診
）
受
診
年
齢
を
引
き
下
げ

18
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
受
診
環
境
を
拡
大

し
実
施
し
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
に
お
い

て
も
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
や
歯
科
口
腔
健

診
事
業
の
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

保
育
園

　

０
・
１
歳
児
の
入
園
が
毎
年
多
く
な
っ
て

お
り
、
家
庭
で
過
ご
す
子
ど
も
の
時
間
も
少

な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
乳
幼

時
期
の
家
庭
で
の
か
か
わ
り
の
大
切
さ
を
伝

え
な
が
ら
、
働
く
保
護
者
の
子
育
て
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
保
育
を
基
本
に
、
保
護
者
が

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育
園
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
育
ち
あ
え
る
保
育
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
保
育
園
の
環
境
整
備
等
を
計
画

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
拠
点

　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
不
安
や
悩
み
を
受

け
止
め
な
が
ら
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
共
有

し
、
保
護
者
の
方
が
集
う
交
流
の
場
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。
親
と
子
の
育
ち
や
つ
な
が

り
の
場
、
子
育
て
の
体
験
や
気
づ
き
の
場
に

し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育

　

今
年
度
も
小
国
型
小
中
一
貫
教
育
に
取
り

組
み
ま
す
。「
小
国
の
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」
の
も
と
、
昨
年
度
に
教
育
課
程
特
例

校
の
内
容
を
一
部
変
更
し
、「
英
会
話
科
」、

「
小
国
学
」、「
基
礎
基
本
の
学
力
定
着
」
を

中
核
に
据
え
た
小
国
型
教
育
を
引
き
続
き
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
「
自
ら
学
び
」、「
自
ら
考
え
る
力
」

を
育
て
な
が
ら
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
昨
年
度
に
立
ち

上
げ
た
「
チ
ー
ム
小
国
の
教
育
」
を
軸
に
、

小
国
町
教
育
研
究
会
の
活
性
化
を
図
り
つ

つ
、
併
せ
て
、
学
習
・
生
活
活
動
支
援
員
及

び
講
師
の
配
置
な
ど
の
人
的
支
援
に
よ
り
、

き
め
細
か
な
教
育
を
行
い
、
学
校
閉
庁
日
の

設
定
な
ど
学
校
現
場
の
働
き
方
改
革
に
も
努

め
ま
す
。
ま
た
、
学
力
向
上
で
は
各
種
検
定

や
対
策
確
認
テ
ス
ト
な
ど
の
支
援
を
行
い
、

「
小
国
学
」
は
、
環
境
教
育
・
木
育
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）
を
中
心
と
し
て
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
、
お
互
い
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
小
国
を
愛
し
、
誇
り
を

持
ち
、
小
国
町
の
発
展
と
と
も
に
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
児
童

生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
や
、
引
き
続
き
、

老
朽
化
し
た
小
学
校
の
机
・
椅
子
を
入
れ
替

え
る
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

小
国
高
等
学
校
に
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
よ
り
一
層
深
め
な
が
ら
、
高
校
の
魅
力
化

と
永
遠
の
発
展
の
た
め
、
引
き
続
き
支
援
を

行
い
ま
す
。

社
会
教
育

　

小
国
町
の
遺
産
と
し
て
の
歴
史
や
自
然
、

文
化
、
人
物
等
を
素
材
と
し
た
歴
史
遺
産
教

材
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校

運
動
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
に
、
今
年

度
を
試
行
期
間
と
し
て
、
現
在
の
部
活
動
に

外
部
指
導
者
も
入
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
く

計
画
で
す
。
引
き
続
き
、
検
討
委
員
会
を
中

心
に
し
な
が
ら
関
係
機
関
と
と
も
に
体
制
の

確
立
を
図
り
ま
す
。

坂
本
善
三
美
術
館

　

美
術
館
は
、
地
域
の
住
民
や
子
ど
も
た
ち

と
連
携
し
て
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上

げ
る
活
動
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
、
友
の
会
が
「
く
ま
も
と
県
民
文
化

賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
地
域
と
美
術
館
と

の
連
携
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
住
民
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
活
動
を

多
く
計
画
し
、
な
お
一
層
地
域
に
親
し
ま
れ
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
美
術
館
を
目
指
し
た
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。
展
覧
会
の
計
画
は「
善

三
先
生
名
言
集
」、「
坂
本
善
三
の
技
法
と
表

現
」、「
ん
ま
つ
ー
ポ
ス
と
作
る
善
三
展
」、「
坂

本
善
三
の
見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」、「
柿
渋
座
～

み
ん
な
で
柿
渋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
６
つ

の
展
覧
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
は
町
内
に
あ
る
学
校
等
の
児
童
生
徒
の
入

館
を
無
料
と
し
、
よ
り
町
民
が
利
用
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
計
画
で
す
。
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大
字
対
抗
駅
伝　

宮
八
4
年
ぶ
り
の
栄
冠

　

３
月
４
日
（
日
）
に
、
小
国
町
体
育
協
会

主
催
の
第
41
回
大
字
対
抗
駅
伝
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
絶
好
の
駅
伝
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

39
回
大
会
か
ら
前
半
・
後
半
を
な
く
し
、

コ
ー
ス
を
１
コ
ー
ス
に
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
前
回
大
会
は
下
城
・
北
里
方
面
コ
ー
ス

で
し
た
が
、
今
大
会
は
黒
渕
を
中
心
と
し
た

コ
ー
ス
で
、
２
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

特
徴
と
し
て
は
全
長
16
．
９
Ｋ
ｍ
の
14
区
間

で
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
大
会
は
、
７
区
間
を

指
定
走
者
と
し
、
そ
れ
以
外
の
７
区
間
は
走

者
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
大
字
か
ら
７
チ
ー
ム
、
オ
ー

プ
ン
参
加
と
し
て
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
時
30
分
に
消
防
北
部
分
署
下
広
場
を
ス

タ
ー
ト
し
、
下
城
チ
ー
ム
が
集
団
か
ら
抜
け

出
し
第
１
中
継
所
を
１
位
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ

ま
し
た
。
第
２
中
継
所
で
は
、
宮
八
が
下
城

を
か
わ
し
て
１
位
で
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
な
ど
、

序
盤
か
ら
激
し
い
ト
ッ
プ
争
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
１
区
間
ご
と
に
次
々
と
順
位
が
入
れ
か

わ
る
目
ま
ぐ
る
し
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
混
戦
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
６
区
か
ら
は
宮
八
が
首
位
を
独
走
。
そ

の
ま
ま
２
位
以
下
の
チ
ー
ム
を
２
分
近
く
引

き
離
し
、
４
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　

大
会
運
営
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
消
防

署
、
交
通
指
導
隊
、
交
通
整
理
員
、
計
測
補

助
員
、
各
チ
ー
ム
の
世
話
人
の
方
々
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

尚
、
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

【
順　

位
】

◎
優　

勝　

宮
八　
　

59
分
52
秒

◎
準
優
勝　

北
里
A　

1
時
間
1
分
45
秒

◎
三　

位　

上
田　
　

1
時
間
2
分
36
秒

【
区
間
賞
】

１
区
（
小
学
生
高
学
年
男
子
）

　

田
邉　

三
四
郎
（
下
城
）

２
区
（
中
学
女
子
）

　

佐
藤　

穂
菜
美
（
北
里
A
）

　

荒
尾　

友
萌
（
宮
八
）

３
区
（
小
学
生
高
学
年
女
子
）

　

坂
田　

実
優
（
宮
八
）

４
区
（
中
学
男
子
）

　

高
野　

源
輝
（
下
城
）

５
区
（
フ
リ
ー
）

　

穴
井　

豪
（
下
城
）

６
区
（
小
学
生
低
学
年
男
子
）

　

宮
﨑　

楓
太
（
北
里
A
）

７
区
（
フ
リ
ー
）

　

松
平　

瑞
樹
（
北
里
A
）

８
区
（
フ
リ
ー
）

　

中
嶋　

健
太
郎
（
宮
八
）

９
区
（
女
子
フ
リ
ー
）

　

佐
藤　

小
雪
（
上
田
）

10
区
（
フ
リ
ー
）

　

岩
下　

広
孝
（
宮
八
）

11
区
（
フ
リ
ー
）

　

秋
吉　

信
宏
（
上
田
）

12
区
（
小
学
生
低
学
年
女
子
）

　

工
藤　

ゆ
き
（
西
里
）

13
区
（
フ
リ
ー
）

　

松
野　

祐
季
（
西
里
）

14
区
（
フ
リ
ー
）

　

秋
吉　

洸
希
（
上
田
）

駅伝スタート

区間賞の１５選手 優勝の宮八チーム
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３
月
13
・
14
日
の
両
日
、
小
国
ド
ー
ム
で

小
国
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
主
催
の

第
39
回
小
国
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
16
チ
ー
ム
（
約
１
６
０
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
の
皆
さ
ん
以
外

に
も
、
応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
御
家
族
の

方
を
入
れ
る
と
、
２
０
０
名
近
く
の
方
が
会

場
を
訪
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
で
39
回
目
を
迎
え
る
大
会
で
す
が
、

こ
こ
数
回
の
大
会
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
ど

の
チ
ー
ム
も
大
き
な
力
の
差
は
見
ら
れ
ず
、

最
後
ま
で
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
わ
か
ら
な
い
、
そ

の
よ
う
な
試
合
が
多
く
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
勝
戦
は
愛
夢
里
隊
と
チ
ー
ム
下
城
の
対

戦
と
な
り
ま
し
た
。
愛
夢
里
隊
が
１
セ
ッ
ト

目
を
先
取
し
こ
の
ま
ま
の
勢
い
で
第
２
セ
ッ
ト

を
取
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
下

城
が
第
２
セ
ッ
ト
を
取
り
返
し
、
第
３
セ
ッ
ト

ま
で
も
つ
れ
込
み
ま
し
た
。
愛
夢
里
隊
は
得

点
能
力
の
高
い
選
手
に
ボ
ー
ル
を
集
め
て
点

数
を
着
実
に
重
ね
、
チ
ー
ム
下
城
の
追
い
上

げ
を
振
り
切
り
、
２
大
会
連
続
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
初
戦
で
強
豪
相
手
に
善
戦
し
敗
退

し
た
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
ク

ラ
ー
ジ
ュ
が
フ
ル
セ
ッ
ト
の
接
戦
を
制
し
、
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

試
合
を
し
な
が
ら
審
判
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
国
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
「
愛
夢
里
隊
」

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優　

勝
】
愛
夢
里
隊

【
準
優
勝
】
チ
ー
ム
下
城

【
３　

位
】
ジ
ャ
ッ
ク
ダ
ニ
エ
ル

【
３　

位
】
ス
パ
ン
キ
ー

【
敢
闘
賞
】
ク
ラ
ー
ジ
ュ

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

　

２
月
23
日（
金
）の
５
・
６
限
目
に
小
国
支
援

学
校
の
生
徒
さ
ん
と
交
流
学
習
を
行
い
、
ボ
ッ

チ
ャ
と
い
う
競
技
に
初
め
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
得
点
を
競
う
カ
ー
リ
ン

グ
の
よ
う
な
競
技
で
す
が
、
初
心
者
に
は
難

し
く
、
み
ん
な
苦
戦
し
ま
し
た
。
試
合
中
は
支

援
学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
た
り
、
得
点
が
入
る
と
両
校
の
生
徒
が
お

互
い
の
健
闘
を
喜
ん
だ
り
し
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
他
校
の
生
徒
と
の
交
流
を
通
し
て

人
間
関
係
を
広
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま

し
た
。

　

３
月
１
日
（
木
）に
第
69
回
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
賓
や
保
護
者
の

方
々
が
見
守
る
中
、
45
名
の
生
徒
が
晴
れ
の

舞
台
に
臨
み
ま
し
た
。
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
学
校
長
式
辞
で

も「
全
力
で
生
き
る
、
前
向
き
に
生
き
る
、
何

よ
り
も
心
を
低
く
し
て
学
び
続
け
る
人
生

で
あ
っ
て
欲
し
い
」と
、一
人
ひ
と
り
に
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業

生
総
代
の
佐
藤
徹
太
く
ん
は
、「
後
輩
の
み
な

さ
ん
は
新
た
な
風
を
起
こ
し
、
今
ま
で
受
け

継
が
れ
き
た
伝
統
と
小
国
高
校
そ
の
も
の
を

守
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
も
３
年
間

で
培
っ
た
も
の
を
生
か
し
、
前
を
向
い
て
先
の

未
来
へ
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
」と
こ
れ
か
ら

の
決
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
輝
く
こ
と
を
小

国
高
校
職
員
一
同
応
援
し
て
い
ま
す
。

卒業式

準優勝「チーム下城」 優勝「愛夢里隊」
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話　　題

　

少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、3
月
末
を
も
っ

て
活
動
の
任
期
満
了
を
迎
え
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

3
年
間
活
動
を
続
け
ら
れ
た
の
も
、
町
の
皆

さ
ん
の
お
心
添
え
・
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
本
当
に
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

そ
も
そ
も
、私
が
初
め
て
小
国
町
に
来
た
の
は

大
学
4
年
生
の
秋
、
卒
業
論
文
調
査
の
時
で
し

た
。
杉
林
が
綺
麗
で
、町
内
至
る
所
に
あ
る
小
国

杉
の
建
物
に
感
動
し
て
、そ
し
て
町
の
皆
さ
ん
の

優
し
さ
に
触
れ
て
、一
瞬
で
小
国
町
に
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

　

移
住
し
た
当
初
は
町
内
放
送
の
“
エ
リ
ー
ゼ

の
た
め
に
”
に
怯
え
、
熊
本
出
身
な
の
に
方
言

が
分
か
ら
な
い
…
と
様
々
な
こ
と
に
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

協
力
隊
の
活
動
で
は
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の

町
の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
お
力
添
え

頂
き
ま
し
た
。

　

特
に
先
月
は
、
協
力
隊
の
最
後
の
仕
事
と
し

て
、
各
小
字
の
お
祭
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
役
を
担
っ
て
い
る
方
の
多
く
が
60
代
以
上
。
お

話
を
伺
っ
た
最
年
長
は
大
正
生
ま
れ
の
95
歳
の

方
で
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
す
れ
ば
毎
年

行
わ
れ
る
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
町
外
か
ら
来
た
私
か
ら
見
る
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
の

話
題

小
国
町
の
皆
さ
ん
へ

絶
や
さ
ず
続
け
て
行
こ
う
と
す
る
姿
勢
や
快
く

お
祭
り
の
取
材
に
対
応
し
て
下
さ
る
姿
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
頂

い
た
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

協
力
隊
卒
業
後
は
、
学
び
や
の
里
木
魂
館
に

就
職
し
ま
す
。
協
力
隊
が
終
わ
っ
て
も
小
国
町
に

残
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
！
小
国
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
出
来
て
、
本
当
に
楽

し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
！（
松
井
）

　

３
月
２
日
の
午
後
と
夕
方
の
２
回
に
分
け
て
、

協
力
隊
４
人
に
よ
る
活
動
報
告
会
を
隣
保
館
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

計
80
名
近
く
の
方
に
、
私
達
の
取
組
み
や
小

国
町
へ
の
想
い
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
南
小
国
・

多
良
木
・
う
き
は
・
日
田
の
協
力
隊
や
、集
落
支
援

員
の
姿
も
。
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

移
動
式
カ
フ
ェ
屋
台「
オ
グ
カ
ー
ゴ
」も
出
動

し
、
お
話
し
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
方
や
、
広
報

誌
で
見
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
具
体
的
に
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
今
日
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
、

と
い
う
方
と
の
会
話
を
含
め
て
、私
達
の
活
動
を

少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

私
達
の
よ
う
な「
よ
そ
者
」に
は
、
小
国
の
方
に

と
っ
て
見
慣
れ
た「
あ
た
り
ま
え
」な
こ
と
が
、「
あ

り
が
た
い
」お
宝
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
目
線
を
持
っ
て
、
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。（
高
田
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

　

急
に
春
め
い
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、こ

う
な
る
と
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が

気
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
月
10
日（
土
）に
、
福
岡
市
・
白
金
の「
ハ
イ
タ
イ

ド 

ス
ト
ア（H

IG
H

T
ID

E ST
O

RE

）」に
て
イ
ベ

ン
ト『
阿
蘇
小
国
杉
を
感
じ
て
、
瞑
想
ハ
イ
キ
ン

グ
！
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
小
国
杉
を
知
り
尽
く
し
た

小
国
町
森
林
組
合
が
立
ち
上
げ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
・

ブ
ラ
ン
ド
、『A

S
O

 O
G

U
N

I S
U

G
I LA

B

(

ア
ソ　

オ
グ
ニ
ス
ギ　

ラ
ボ)

』の
ロ
ー
ン
チ
パ
ー

テ
ィ
で
す
。

　

当
日
は
、
瞑
想
小
国
杉
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
の

販
売
を
は
じ
め
、数
々
の
フ
ェ
ス
や
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

に
出
店
し
て
香
り
と
記
憶
を
リ
ン
ク
さ
せ
続
け

て
い
る
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
の「A

RO
M

A
 

V
IT

A
+

」を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
人
数
限
定
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し
、
盛
況
の
う
ち
、一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。(

伊
澤)

小
国
杉
で
瞑
想
！
？ 

ア
ウ
ト
ド
ア
の
新
し
い
側
面
を
打
ち
出

し
た
意
欲
的
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。
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福　　祉

国民健康保険からのお知らせ
都道府県が国保運営の中心的な役割を担います

。
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福　　祉

介護保険からのお知らせ
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福　　祉



　平成３１年３月新規学校卒業予定者の募集にあたっては、ハローワークが開催する求人説明会への参加が必
要となります。
　つきましては、下記のとおりハローワーク菊池との合同説明会を開催しますので、求人予定のある事業主の
方はご参加いただきますようご案内いたします。

○ 日時５月２４日（木）午後２時～午後４時
（午後１時３０分受付開始）
○ 会場　菊池市総合体育館（菊池市亘５３８ ‐ ２）
○ 問い合せ先　ハローワーク阿蘇　☎️０９６７ー２２ー８６０９

来春学校卒業予定者募集のための求人説明会を開催します

14OGUNI 2018.4

福　　祉

保健師だより
　乳幼児期の子どもは急速に成長・発達をします。健やかな成長の確認のため、乳幼児健診は受診され
ますようよろしくお願いします。
　平成 30 年度もおぐに老人保健施設を利用して実施します。また、一人ひとりのお子様の時間をしっか
り確保するため、一部の健診日では対象者を調整しています。ご理解とご協力を宜しくお願いします。

問小国町役場福祉課　☎️ 46-2116
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教　　育

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
小
国
町
、
南
小
国

町
の
広
報
に
本
校
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
、
本
校
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
学
校

行
事
や
授
業
の
様
子
を
随
時
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
今
年
度
、
小
学
部
１
名
、

中
学
部
４
名
、
高
等
部
９
名
計
14
名
の
新

転
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
学
校
全
体
で
は
、

小
学
部
３
名
、
中
学
部
10
名
、
高
等
部
21

名
計
34
名
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
末
、

12
名
の
児
童
生
徒
を
送
り
出
し
た
後
、
若

干
寂
し
い
思
い
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
気

に
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
前
号
の
記
事
で

も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
本
校
は
今
年
創

立
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
節
目
の
年
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
教
職
員
29
名
気
持
ち
も

新
た
に
、
地
域
の
方
々
と
の
絆
を
よ
り
深

め
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。
本
校

が
持
っ
て
い
る
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
知

識
や
経
験
が
、
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ

こ
と
も
多
く
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
何
か

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
、
昨
年
度
よ
り
防
災

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
地

小
国
支
援
学
校
だ
よ
り

域
の
皆
様
や
行
政
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
た
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
町
の
防
災
訓
練
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
さ
ら
に
充
実
発
展
し
た

シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
職
員
・
児
童
生
徒
一
致
団
結

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
一
年
間
、
御
支

援
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
佐
由
理

　

坂
本
善
三
美
術
館
で
は
、
美
術
教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
美
術
コ
ー
ス
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

ス
」「Z

E
N

Z
O

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
3
つ
の

教
室
で
す
。
ど
れ
も
と
て
も
楽
し
い
活
動
で

す
。
興
味
の
あ
る
内
容
を
選
ん
で
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
日
時
は
若

干
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
内
容

●
美
術
コ
ー
ス
（
染
色
教
室　

全
6
回
）

日
時
：
5
月
～
10
月
の
毎
月
第
2
土
曜

午
後
1
時
～
4
時

対
象
：
ど
な
た
で
も　

定
員
10
組

内
容
：

柿
渋
ト
ー
ト
（
柿
渋
染
め
と
バ
ッ
グ

作
り
）

講
師
：
杉
枝
里
奈

参
加
費
：
6
回
で
５
０
０
０
円

場
所
：
坂
本
善
三
美
術
館

●
美
術
教
室
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス(

全
6
回)

日
時
：
5
月
～
10
月
の
毎
月
第
4
土
曜

午
前
10
時
～
12
時

対
象
：
保
護
者
と
子
ど
も　

定
員
10
組

内
容
：
木
遊
び
、
T
シ
ャ
ツ
づ
く
り
、
柿
渋

塗
り
な
ど
、
毎
回
活
躍
中
の
作
家
と

一
緒
に
ア
ー
ト
を
体
験
し
ま
す
。

参
加
費
：
6
回
で
1
家
族
５
０
０
０
円

場
所
：
坂
本
善
三
美
術
館

坂
本
善
三
美
術
館　

美
術
教
室
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

●Z
E
N

Z
O

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

小
学
生
が
自
分
た
ち
で
内
容
を
決
め
て
実

行
す
る
教
室
。

日
時
：
原
則
と
し
て
6
月
～
10
月
の
毎
月
第

3
土
曜　

午
後
1
時
か
ら
4
時

そ
の
他
、
夏
休
み
期
間
に
宿
泊
活
動
の
予
定
。

(

学
校
行
事
等
に
合
わ
せ
て
変
更
有)

対
象
：
小
学
校
3
年
生
以
上

　
　
　

定
員
10
名
程
度

講
師
：
岡
山
直
之(

レ
イ
ン
ボ
ー
岡
山)

内
容
：
参
加
者
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に
自

分
た
ち
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
そ

れ
を
実
現
す
る
方
法
を
考
え
、
自
分

た
ち
の
力
で
実
行
す
る
。

参
加
費
：
１
０
０
０
円(

保
険
料
、
材
料
代)

※
そ
の
他
宿
泊
の
際
に
は
食
費
な
ど
の
実
費

が
必
要
で
す
。

※
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
美
術
館
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

坂
本
善
三
美
術
館　

４
６-

５
７
３
２　
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子育て

　　　

子育てカレンダー
 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点　☎ 46-6656

 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720

★ぽっけの日  カ  11：00 ～ 

4/23（月）・24（火）　『こいのぼりを作ろう♪』
お持ち帰りもできます。一緒に作りましょう。
4/20（金）　もぐもぐの日：講師は松丸さんです。
11:00～　エプロン・三角巾をお持ちください。

★すくすく広場  カ  10：30 ～
　０歳児さんとその家族、妊婦さんの集いです。
　保健師さんが測定をします。母子手帳をご持参ください。

4/10（火）　『はじめまして：足型カードづくり』
5/8（火）　  『よもぎ団子を作ろう！』
　　　　　　

★おもちゃ図書館 “ミルク”  パラソル   9：00 ～ 11：30 

4/14（土）、4/22（日）

★なかよしくまさん  パラソル   10：00 ～ 11：50 

4/26（木）　内容は未定です。　

★絵本読み聞かせ  カ    11：00 ～　お気軽にご参加ください

4/9（月）の絵本読み聞かせが 16日に変更になりました。
4/16（月）　11:30 ～　カンガルー職員による読み聞かせ
5/16（水）晴天：富くじ公園ピクニック後　11:30 ～
　　　　　 雨天：11:00 ～　小国町図書室にて
どんぐりころころの会の皆さんによる読み聞かせ

★その他

4/14（土）9:00～15:00　カンガルー土曜開館日 
5/  2（水） （老健２Ｆ）13:30～　ブックスタート
 

★お休み（休館日）

 カ 　4/13（金）＊祭日・振替休日は閉館です。
パラソル   4/28（土）、4/29（日）、4/30（月）

「読書の習慣を身につけるには？」

　読書をする事で得られる効果は、読解力、集中力、想像
力、作文力、知識を得るなどのものがあります。こどもにとっ
てメリットのあるものなら是非ともやっておきたいと考えるの
が親の心ではないでしょうか？とはいえ、「本を読みなさい」
とストレートに声掛けする事はあまりお勧めできません。
　絵本の読み聞かせに効果がある事は良く知られています
が、図書館に行って本に触れさせることも脳が刺激され、
本に興味を持つ効果があるとされています。また、親が本
を読む習慣があれば、子どもにもその習慣が身につく割合
が高い事もデータとしてでています。
　大人になっても本や資料を読む事からは逃れる事はでき
ません。こどものうちからその習慣が身についていればそ
れが苦になる事はありません。
　小国町には図書室のほかに、子育て支援センター、小国
町隣保館にも図書室があります。はじめは 5 分から、徐々
に 10 分、20 分と本に触れてみる事からはじめてみてはど
うでしょうか？

子育ちコーナー

あみだ杉の館　　46-3310

開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日

本着新 内案ご

　随分暖かくなり、色とりどりの

花や緑を目にする機会が増えま

した。部屋で小さな植物を育て

たり庭でガーデニングを楽しむ

際に参考にしてみせんか？

　その他多数植物の本があり

ます。

　図書室（あみだ杉の館）は、役場に近い元肥後銀行の建物

に開館しています。館内には、平成11年の台風で倒壊した阿

弥陀杉でできたモニュメントがあります。蔵書は約15,000冊で、

読み聞かせもできる絵本のへや、20席の学習室があります。県

立図書館からの定期配本や保育園・幼稚園などで読み聞かせ

も行っています。

「くらしを彩る　花の本」
 　　　　　 ／ 講談社

「ひとりになったライオン」　夏目義一

「クッキー・オーケストラ」　野中柊

「嘘を愛する女」　岡部えつ

「崩れる能を抱きしめて」　知念実希人

「美しい楷書のお手本」　川邊尚風

「ななな、ななななな？熊本弁コージ苑」　工事郎

「人前で緊張しない人はウラで「ズルいこと」やってた」

　　　　　　　　　　　　　　橋中今日子

今月の

おすすめの一冊！

定期おはなし会

どんぐりころころの会による

※新着本情報は、小国町の Facebook でも随時お知らせしています。

5/16（水）　カンガルーのぽっけ遠足の後、小国町図書

室にておはなし会開催します。

晴天：11時30分〜　雨天：11時〜　30分程の予定です。

一般の皆様もぜひお越しください。

時間

11：00～11：30
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公立病院

　

平
成
29
年
度
は
、
小
国
公
立
病
院
が
看
護

師
不
足
に
ど
の
様
に
対
応
す
る
か
と
い
う
方

針
を
決
め
る
年
で
し
た
。
昨
年
度
初
め
に
、

10
名
以
上
の
新
規
看
護
ス
タ
ッ
フ
確
保
を
目

標
に
あ
げ
ま
し
た
。
小
国
出
身
の
看
護
師
に

一
人
で
も
帰
っ
て
き
て
も
ら
う
為
に
、
大
き

な
声
で
看
護
師
不
足
を
う
っ
た
え
続
け
、
町

民
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
熊
本
の
大
病
院
か
ら
の
派
遣
ナ
ー
ス
や

復
興
応
援
ナ
ー
ス
制
度
の
後
押
し
も
あ
り
、

病
棟
閉
鎖
の
危
機
を
か
ろ
う
じ
て
乗
り
切

り
、
平
成
30
年
度
を
迎
え
る
現
在
、
2
つ
の

病
棟
、
外
来
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

老
人
保
健
施
設
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
・
ご
心
配
頂
い
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
来
年
度
と
さ
ら
に
10
名
近
く
の

看
護
ス
タ
ッ
フ
が
定
年
を
迎
え
ま
す
。
町
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
現

在
病
院
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の

厳
し
い
勤
務
環
境
を
整
え
て
い
く
の
は
大
前

提
で
す
。
そ
の
為
に
は
退
職
数
を
補
う
だ

け
の
多
数
の
看
護
師
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
必
要
数
を
小
国

だ
け
で
賄
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
答
え

は
既
に
出
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
方
針
と
し
て
、
小
国
出
身
の
方
へ

の
声
か
け
継
続
は
基
本
で
す
が
、
そ
れ
に
加

え
県
外
か
ら
の
短
期
移
住
の
ナ
ー
ス
を
受
け

入
れ
、
小
国
外
か
ら
の
応
援
に
も
小
国
を
支

え
て
も
ら
う
方
向
で
病
院
は
動
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。
小
国
内
だ
け
で
で
き
な
い
事
は
、
中

央
の
人
材
確
保
の
プ
ロ
に
委
託
を
す
る
必
要

が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
海
外
に
も
看
護
ス

タ
ッ
フ
を
求
め
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。
若

い
人
材
が
流
出
す
る
少
子
高
齢
化
の
先
進
地

で
は
、
町
を
支
え
る
人
材
を
外
部
か
ら
確
保

す
る
必
要
が
で
て
き
て
い
る
の
は
、
ど
の
業

界
も
ど
の
地
域
も
同
じ
で
す
。

　

4
月
よ
り
、
小
国
内
外
か
ら
、
新
た
に
5

名
以
上
の
新
し
い
看
護
・
介
護
ス
タ
ッ
フ
が

小
国
の
医
療
を
支
え
て
く
れ
る
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
小
国
出
身
の
人
と
小
国
外
か
ら
の

新
し
い
仲
間
が
病
院
に
新
し
い
風
を
運
ん
で

き
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
つ
つ
、
改
革
の
年

度
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
国
公
立
病
院
ニ
ュ
ー
ス

医
療
ス
タ
ッ
フ
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に

小
国
公
立
病
院
院
長　

坂
本
英
世

　

皆
さ
ん
が
病
院
や
介
護
施
設
で
う
け
る
、

診
察
・
検
査
・
介
護
な
ど
の
行
為
は
、
細
か

く
値
段
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
値
段

の
う
ち
利
用
し
た
方
が
実
際
に
窓
口
で
支
払

う
金
額
は
、
年
齢
や
収
入
に
よ
り
１
割
～
３

割
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
残
り
の
大
き
な
部

分
は
、
健
康
保
険
や
介
護
保
険
か
ら
補
填
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
医
療
・
介
護
行
為
に
対
し
て
細

か
く
決
め
ら
れ
た
値
段
を
「
診
療
報
酬
」

「
介
護
報
酬
」
と
呼
び
、
診
療
報
酬
は
２
年

毎
、
介
護
報
酬
は
３
年
毎
に
、
国
に
よ
り
改

訂
さ
れ
ま
す
。
国
は
、
こ
の
診
療
報
酬
改
訂

に
よ
り
、
日
本
の
医
療
・
介
護
の
方
向
性
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
30
年
度
は
、
６
年
に
１
度
回
っ
て
く
る
同

時
改
訂
の
年
で
あ
り
、
今
回
は
来
る
べ
き
少

子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
の
大
改
革
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
末
の
時
点
で
、
今
回
の
改
定
内
容
は

ほ
ぼ
公
開
さ
れ
て
お
り
、
財
務
省
と
厚
生
労

働
省
は
、
入
院
患
者
を
減
ら
し
、
住
み
慣
れ

た
在
宅
で
、
地
域
の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
な
が
ら
生
活
す
る
人
を
増
や
す
、
と

い
う
方
向
性
を
打
ち
出
し
、
診
療
報
酬
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
、

保
険
料
を
支
払
う
人
は
減
る
の
に
、
使
う
人

は
増
え
る
の
で
、
1
人
あ
た
り
に
割
り
当
て

ら
れ
る
医
療
・
介
護
費
は
お
の
ず
と
少
な
く

な
り
、
国
の
定
め
た
方
向
性
は
、
正
し
い
と

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
病
院
や
施
設
は
、
こ
の
国
の
方
針

を
受
け
、
そ
れ
を
地
域
の
方
針
に
書
き
換

え
、
地
域
に
住
ま
わ
れ
る
方
に
最
も
望
ま
し

い
形
で
医
療
・
介
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

必
須
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
訂
に
伴
い
、
平
成
30

年
度
よ
り
、
病
院
の
機
能
を
改
革
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
国
公
立
病

院
組
合
が
町
に
存
在
し
続
け
る
た
め
の
、
小

国
郷
の
住
民
の
為
の
改
革
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
１
）
病
床
機
能
の
変
更　

２
）
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
の
充
実　

３
）

医
療
・
介
護
の
連
携
の
充
実
、
の
３
点
が
上

げ
ら
れ
れ
ま
す
。

　

紙
面
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
来
月
の
広
報
誌

で
お
伝
え
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

　
　
　
　
　
　

同
時
改
定　

そ
の
１

小
国
公
立
病
院
副
院
長　

　

片
岡　

恵
一
郎　



　小国町では従業員等の資格取得費用を負担し、下記要件に該当する事業者に対して助成を行っています。様
式等詳細は小国町ホームページをご覧ください。

【補助対象者】
・町内に１年以上在住して独立して事業を営む個人
・町内に１年以上独立して事業を営む法人
・他の同様の補助金等を受けていないこと
【対象経費】
・補助対象者が営む事業に、従事するために必要な資格を取得するための経費。
【補助率・補助限度額】
・対象経費の 1/2 以内、最高限度額３万円
（千円未満は切り捨て）
・予算の都合で締め切る場合があります。

問小国町役場情報課　☎️ 46-2113

小国町資格取得支援事業のお知らせ
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産　　業

　

「
香
育
（
こ
う
い
く
）」
と
は
、「
香
り

の
体
験
教
育
」
で
す
。「
嗅
覚
」
に
意
識

を
向
け
、
豊
か
な
感
性
や
柔
軟
な
発
想

力
を
育
む
と
と
も
に
、
自
然
環
境
の
大

切
さ
を
伝
え
ま
す
。

　

主
催
は
、「
認
定
校
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ　

Ｓ
Ｌ

Ａ
ス
タ
デ
ィ
ラ
イ
フ
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

ス
ク
ー
ル
」
さ
ん
で
す
。

　

当
組
合
は
共
催
で
、
蒸
留
体
験
や
受

賞
作
品
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

日
付
：
４
月
29
日
（
日
）

時
間
：
10
時
～
16
時

場
所
：
小
国
町
森
林
組
合

　
　
　

森
林
保
全
管
理
セ
ン
タ
ー

参
加
費
：
大
人
７
，
８
０
０
円
、
小
学

生
以
下
３
，
０
０
０
円
、
親
子(

保
護

者
１
名
と
小
学
生
以
下
の
お
子
様
１
名)

１
０
，
０
０
０
円
～

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
昼
食
代
込

【
内
容
】

① 

小
国
の
森
林
散
策
と
素
材
採
取

② 

小
国
杉
枝
葉
の
蒸
留
実
演

③
小
国
杉
精
油
を
使
っ
た
ア
ロ
マ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。
受
賞
作
品
ブ
レ
ン
ド

を
参
考
に
自
分
で
選
ん
だ
香
り
を
プ

ラ
ス
し
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ロ
マ
フ

レ
グ
ラ
ン
ス
」
作
り
。
小
学
生
以
下

は
「
ア
ロ
マ
石
け
ん
」
作
り
。

 

【
お
申
込
み
に
つ
い
て
】

電
話
で
の
受
付

０
９
６-

２
４
５-
６
５
６
６　

(

ス
タ
デ
ィ
ラ
イ
フ
熊
本
・
ア
ロ
マ
事
業

部)

ま
で

229

香
育
イ
ベ
ン
ト
開
催
し
ま
す
！

木
材
価
格
の
状
況

　

３
月
の
市
況
と
し
ま
し
て
は
、
２
月

以
降
桧
が
高
値
で
取
引
き
さ
れ
て
お
り
、

中
目
材
を
中
心
に
多
く
入
札
さ
れ
桧
の

平
均
単
価
は
前
月
に
引
き
続
き
１
３
，

０
０
０
円
を
越
え
ま
し
た
。
要
因
の
一

つ
と
し
て
桧
の
新
た
な
特
約
販
売
先
が

決
ま
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
杉
材
も
大
型
工
場
へ
の
特
約

販
売
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
価
格
安
定
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
有
利
販
売
が
で
き
る
よ
う
、
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況

共　　販　　日 ３月１日 ３月 17 日

販　売　数　量 1,224㎥ 1,525㎥

販　売　金　額 12,572 千円 17,213 千円

総　　平　　均 10,271 円 11,288 円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 10 ～ 13 12,320 12,390 11,390 11,390

14 14,700 15,000 12,000 15,000

16 ～ 18 13,540 14,510 13,050 14,990

20 ～ 22 13,390 16,200 13,150 15,190

24 ～ 28 15,000 17,000 14,020 16,200

30cm 上 14,810 22,000 13,450 25,000

3m

 10 ～ 13 9,890 9,890 9,390 9,390

14 13,750 14,500 12,200 14,600

16 ～ 18 13,450 14,000 12,400 14,000

20 ～ 22 14,060 14,110 13,000 14,000

24 ～ 28 13,660 14,510 13,100 14,990

30cm 上 ― ― 14,600 14,600

2m 16cm 上 ― ― ― ―

6m

14 ～ 18 ― ― ― ―

20 ～ 28 15,730 20,000 ― ―

30cm 上 15,660 17,300 15,000 16,000

桧 4m

10 ～ 18 ― ― 15,110 18,500

20 ～ 28 ― ― 16,780 18,800

30cm 上 ― ― 19,890 36,000
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消防・防犯

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
被
害
防
止

　
　
　
　
　
　

対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
は
危
険
が
潜
ん
で

い
ま
す
！

　
近
年
、
大
都
市
の
繁
華
街
を
中
心
に
女
子

高
校
生
等
に
よ
る
密
着
な
サ
ー
ビ
ス
を
売
り

物
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

呼
ば
れ
る
営
業
が
出
現
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
な
ど
一
見
す
る
と
問
題
の
な
い
ア

ル
バ
イ
ト
先
に
見
え
る
場
合
で
も
、
女
子
高

生
等
が
客
か
ら
児
童
買
春
や
ス
ト
ー
カ
ー
等

の
被
害
に
遭
う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
発
生
し

て
お
り
、
安
易
に
働
く
こ
と
は
と
て
も
危
険

で
す
。

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
等

被
害
防
止
月
間

　
毎
年
四
月
は
「
Ａ
Ｖ
（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）

出
演
強
要
等
被
害
防
止
月
間
」
と
し
、
政

府
一
体
と
な
っ
て
必
要
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

詐
欺
・
脅
迫
的
な
言
動
を
用
い
て
強
制

的
に
Ａ
Ｖ
に
出
演
さ
せ
ら
れ
た
り
、
出
演

を
拒
否
し
た
際
、
多
額
の
違
約
金
を
請
求

さ
れ
、
出
演
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
す
る

事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
の
意
に
反
し
て
、
Ａ
Ｖ
へ
の
出
演

を
強
い
る
よ
う
な
行
為
は
、
精
神
的
・
肉

体
的
苦
痛
を
も
た
ら
す
深
刻
な
人
権
侵
害

で
す
。
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
を
。

　

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
や
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ

出
演
強
要
の
相
談
は
、

「
＃
九
一一
〇
」(

警
察
相
談
専
用
電
話)

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
二
十
四
時
間
相
談
受
付
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

278

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先 
46-2110

216

　

春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
２
月

28
日
（
水
）
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の

表
彰
式
が
北
部
分
署
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
は
、
阿
蘇
広
域
消
防
本

部
管
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
、
火

災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
小
国
小
学
校
11
名
の
皆
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

「JK ビジネス」は
手軽なバイトではなく、
危険なアルバイトです。

絶対に働いてはダメ！

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　

表
彰
式

小
国
町
駅
伝
大
会

　

３
月
４
日
（
日
）
小
国
町
大
字
対
抗

駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
、
北
部
分
署
チ
ー

ム
が
オ
ー
プ
ン
参
加
枠
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
伴
い
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
火

災
予
防
の
啓
発
を
目
的
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
温
か
い
ご

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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春は行楽シーズンです！

食中毒に注意しましょう！
狂犬病予防集合注射のお知らせ

　遠足や運動会、ハイキングなど、イベントが多い

季節になりました。気温が高くなると食中毒が起こり

やすくなります。食品の衛生的な取り扱いを心がけま

しょう。

◎お弁当を作るときは

・必ず食べる当日に作りましょう。

・作る前、食べる前には手をよく洗いましょう。

・食品は、中心部までしっかり加熱し、十分に冷まし

  てから清潔な箸で弁当箱に詰めましょう。

・お弁当は、涼しいところで保管し、早めに食べましょう。

・食べ残しの食品は、思い切って捨てましょう。

◎バーベキューなどをするときは

　生肉には O157、カンピロバクター、サルモネラ

などの食中毒菌が付いている可能性があります。

・生肉と野菜は別々に盛りつけましょう。

・「焼くときの箸」と「食べるときの箸」は区別しましょう。

・肉は中心部まで十分に加熱して食べましょう。

◎ハイキングや魚釣りをするときは

・有毒植物やフグなどの自然毒による食中毒が毎年

発生しています。

・見慣れない野草やフグなどの素人調理はしないよう

にしましょう。

＜食用と間違えやすい有毒植物の例＞

・バイケイソウ（オオバギボウシ、ギョウジャニンニク

と間違えやすい）

・スイセン（ニラ、ノビルと間違えやすい）

・トリカブト（ニリンソウ、モミジガサと間違えやすい）

・イヌサフラン（ギョウジャニンニク、ギボウシと間違

えやすい）

　楽しい思い出を台無しにしないためにも、食中毒に

は十分注意しましょう。

＊食中毒に関する情報は厚生労働省ホームページを

ご覧ください。

　狂犬病予防の集合注射（春季）を、下記のとおり実
施します。犬の所有者は、狂犬病予防法第５条に基づ
き、飼い犬について毎年１回の狂犬病予防接種が義務
付けられていますので、必ず受けさせてください。
◎日時　4 月 24 日（火）・4 月 25 日（水）

4 月 26 日（木）
◎実施場所及び受付時間 : 下記のとおり

●４月２４日 ( 火 )
＜実施場所＞　　　　　　　　 受付時間（予定）
・杉ノ平多目的集会所
・坂本善三美術館駐車場
・隣保館駐車場
●４月２５日（水）
・杖立多目的広場
・（旧）下城小プール横駐車場
・田原公民館
・下城大イチョウ駐車場
・隣保館駐車場
・上田多目的集会所
・（旧）万成小学校
●４月２６日（木）
・岳ノ湯公民館駐車場
・西里多目的集会所
・（旧）西里小学校
・北里農業倉庫前駐車場
・（旧）大根洗い場　　　　

※狂犬病予防法により、犬の所有者は、犬を取得した
日（生後 90 日以内の犬を取得した場合は、生後
90 日を経過した日）から 30 日以内に犬の登録が
必要となります。

問小国町役場住民課　☎️ 46-2115

13：20 ～ 13：40

14：00 ～ 14：40

15：00 ～ 16：00

  9：00 ～  9：20

  9：40 ～ 10：00

10：20 ～ 10：50

11：10 ～ 11：50

13：10 ～ 14：20

14：40 ～ 15：10

15：30 ～ 16：00

13：10 ～ 13：30

13：45 ～ 14：10

14：20 ～ 14：40

15：00 ～ 15：30

15：40 ～ 16：00

入　札　結　果　の　お　知　ら　せ

入　札　日 工事・委託名 業者名 請負・委託額（円）

平成 30 年 2 月 13 日（仮称）小国町庁舎コミュニティー棟音響設備等機器購入 ㈱電盛社 19,980,000

平成 30 年 2 月 13 日 薬味野菜の里小国建築工事 ㈱橋本建設 33,048,000

平成 30 年 2 月 13 日 薬味野菜の里小国電気設備工事 ㈲穴井電工 4,749,840

平成 30 年 2 月 13 日 薬味野菜の里小国機械設備工事 ㈲産興 8,208,000

平成 30 年 2 月 13 日 薬味野菜の里小国駐車場整備工事 ㈲時松産業 13,456,800

平成 30 年 2 月 13 日 鍋ヶ滝公園第３駐車場整備工事 ㈱伊藤組 39,906,000



◎普通徴収（納付書または口座振替）による納付の場合
　小国町では、国民健康保険税の普通徴収分（納付書または口座振替による納付）を 1 期～ 12 期（4 月～翌 3 月）
の 12 回で納めていただいています。税額は、国保加入者の前年中の所得等により決定しますが、所得の把握
が 6 月までかかるため、1 期～ 3 期（4 月～ 6 月）までは仮計算により算出します。今月「国民健康保険税暫
定通知書」を送付し、納付額をお知らせしています。

・暫定賦課（4 月～ 6 月）までの 1 月あたりの保険税額

　前年度の年税額の 12 分の 1 に相当する額となります。

・本算定賦課（7 月～翌 3 月）まで

　7 月に、平成 29 年中の所得等および税率に基づいて、平成 30 年度の年税額を算定（本算定）します。決定
した税額から、暫定賦課額（４月～６月）を差し引いて以降の納期に振り分けた税額を 7 月に通知します。

◎特別徴収（年金から引落し）による納付の場合
　今月、「国民健康保険税仮徴収のお知らせ」をお送りし、4 月・6 月・8 月の納付額（仮徴収）をお知らせし
ています。4・6・8 月の納付額は、平成 30 年 2 月の納付額と同額が仮徴収です。なお、2 月の納付額が無かっ
た場合や、特別徴収（年金天引き）になる条件に当てはまらなかった場合は、納付方法が変わる場合があります。

問小国町役場 税務課　46-2130

国民健康保険税のお知らせ
　暫定通知・仮徴収のお知らせを送付します

納税は、金融機関からの口座振替が便利です！お手続きは各金融機関で

21
OGUNI 2018.4
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　確定申告書を提出した後で申告した内容に間違い

があることに気付いた場合は、正しく計算したときに

税額が減少する場合は「更正の請求書」を、税額が

増える場合は「修正申告書」を速やかに所轄の税務

署に提出してください。

　また、確定申告をしなければならないのに忘れてい

た場合は、できるだけ早く申告してください。

詳しくは国税庁ホームページ (www.nta.go.jp 又は 

国税庁 検索 ) をご覧いただくか、最寄りの税務署に

お尋ねください。

問阿蘇税務署　☎️ 22-0551　※自動音声案内

 確定申告が間違っていたとき

　税理士が、電話で税金に関する相談に無料（20

分以内）にて応じます。

　フリーダイヤル：0120－373－678

　相談時間：平日　午前 10 時から午後 4 時

　（土日・祝祭日、夏期、年末年始等は休室）

※受付担当者があなたのお住まいの地域及び電話番

号をお尋ねし、お近くの税理士から直接折り返し電話

いたします。

※詳しくは、「南九州税理士会ホームページ」（http://

www.mkzei.or.jp/）をご覧ください。

 南九州税理士会「もしもし税金相談室」

申告所得税及び復興特別所得税並びに消費税及び地

方消費税（個人事業者）の納税は、金融機関の預貯

金口座から引き落としとなる「振替納税」が大変便

利ですので、是非ご利用ください。

◎平成２９年分の確定申告の振替納付日
申告所得税及び
復興特別所得税

平成 30 年４月 20 日（金）

消費税及び地方消費税
（個人事業者）

平成 30 年 4 月 25 日（水）

ご不明な点がありましたら、最寄りの税務署にお尋ね

ください。

問阿蘇税務署　☎️ 22-0551　※自動音声案内

 申告所得税及び復興特別所得税・消費税

及び地方消費税の振替期日

　日本赤十字社では、東日本大震災に対する義援金

受付につきましては、本年３月までとしておりました

が、未だ協力の申し出が多く寄せられていることか

ら、平成 31 年 1 月 31 日までに延長します。詳しく

は、小国町社会福祉協議会（☎️ 46-5575）又は役場・

福祉課（☎️ 46-2116）までお問い合わせください。

「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ
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小国町高校生等医療費助成のお知らせ

平成 30 年 4 月 1 日からスタート　

　従来の乳幼児医療費・児童医療費に加え、平成
30 年 4 月 1 日から、高校生等医療費助成制度が始
まりました。対象となる高校生等の保護者の方で、
申請を希望される場合は、下記をご覧のうえ申請して
ください。
　　　　　　　　
◇医療費助成の対象となる方 
次の①、②いずれにも該当する方

①高校等在学中またはその年齢に相当する方
②小国町の住民基本台帳に記載されている方

※ひとり親家庭等医療費助成の対象となっている高
校生等の方は、ひとり親家庭等医療費助成申請をし
ていただければ、医療費等の 2/3 がひとり親家庭等
医療費から、1/3 が新たに高校生等医療費から助成
されます。）

◇助成対象医療費
　平成 30 年 4 月 1 日以降の医療費等
　（※保険適用分のみです。）
　　　　　　　
◇申請の方法　　
　申請書を役場福祉課に備え付けていますので、以
下のものをご持参のうえ、申請してください。
・受診医療機関等の領収証
・高校生等対象者本人の被保険者証の写し
・預金通帳等振込口座がわかるもの　　　　　　　
・他の制度で給付を受けた場合はその証明書
・印鑑

◇助成の方法
　申請に基づく償還払い（受給資格者証は発行いた
しません。）
　申請後、審査のうえ助成対象の決定後、助成金を
支給します。　　　　

問い合わせ先：小国町役場福祉課　☎ 46-2116

平成30年4月より児童扶養手当・特別児童扶養手

当・特別障害者手当等の支給額が変更されます

◆児童扶養手当
　父母の離婚等により、父または母と生計を同じくし
ていない児童が、育成される家庭の生活の安定と自
立の促進に寄与するとともに、児童の福祉の増進を
図ることを目的として支給されます。

◆特別児童扶養手当　　　　　　　　　　　　　　
　身体や精神に障害のある２０歳未満の児童を養育し
ている父母などに、児童の福祉の増進を図るために
支給されます。

◆特別障害者手当
　身体又は精神に重度の障害を有するため、日常
生活において常時特別な介護を必要とする状態にあ
る在宅の２０歳以上の方に福祉の向上を図るために支
給されます。

◆障害児福祉手当
　身体又は精神に重度の障害を有するため、日常生
活において常時特別な介護を必要とする状態にある
在宅の２０歳未満の方に福祉の向上を図るために支給
されます。

　物価スライド制の適用により、児童扶養手当、特
別児童扶養手当及び特別障害者手当等の平成３０年４
月以降の手当額が以下のように変わります。

平成 29 年度（月額）平成 30 年度（月額）

児童福祉手当
　　全部支給
　　一部支給

　42,290 円
　42,290 円
　～ 9,980 円

　42,500 円
　42,490 円
～ 10,030 円

特別児童扶養手当
　　　　１級
　　　　２級

　51,450 円
　34,270 円

　51,700 円
　34,430 円

特別障害者手当 　26,810 円 　26,940 円
障害児福祉手当 　14,580 円 　14,650 円

※手当の額は、請求者及び配偶者、扶養義務者の前
年所得によって決まります。
※児童扶養手当については、児童が 2 人の場合は上
記金額に10,040 円の加算、3 人以上はさらに6,020
円ずつ加算されます。（第 2 子、第 3 子以降も物価
スライド制が適用されます。）
※平成 30 年 3 月分までは以前の支給額となります
のでご注意ください。
問い合わせ先：小国町役場福祉課　☎️ 46-2116
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住宅リフォームに対する助成金のお知らせ

　町では住宅をリフォームし、下記要件に該当する方
に対して助成を行っています。様式等詳細は小国町
ホームページをご覧ください。

【補助対象者】
・町内に住所を有し、自ら居住する住宅をリフォーム
する方で、同一家屋に住む全員に町税及び使用料等
の滞納が無い方
・他の同様の町の補助金等を受けていない方

【対象住宅】
・町内に存する自己居住用の住宅
・店舗等併用住宅については、その居住住宅部分

【対象工事】
・町内に住所を有する法人及び個人の施工業者が行う
２０万以上（税込み）の工事であること
・補助決定前に住宅リフォームに着手していないこと
・平成３１年３月３１日までに工事が完了し、完了実績
報告ができること

【補助率・補助限度額】
・対象工事費の１０％以内、最高限度額１０万円
（千円未満は切り捨て）
・予算の都合で締め切る場合があります。

【補助の決定】
　町へ「補助金申請」を行い、内容等審査した上、「補
助金決定」を受けた工事が対象となります。

問小国町役場 情報課　☎️ 46-2113

　今回で 8 回目となる小国町図書室古本市を開催し

ます。皆さんから集めた本を無料で配布します。

◎日時：4 月 21 日（土）10：00 ～ 17：00【予定】

◎場所：坂本善三美術館

※今回は坂本善三美術館で行われるアートフリマに参

加します。ぜひお越しください。

　古本募集にご協力ください。

　◎古本受付：4 月 18 日（水）

　◎受付場所：小国町図書室

　◎募集する本：小説、絵本、一般書、

　　　　　　　　雑誌、紙芝居

※古本の買い取りはしておりませんので無償で提供し

て頂ける方のみお持ち下さい。

問小国町図書室 　　　☎️ 46-3310

　小国町教育委員会　 ☎️ 46-3317

小国町図書室古本市開催

　下城３部・田原開拓組の名称が下記のとおり変わり

ます。

◎変更日：平成３０年４月１日

◎新しい組の名称：千本松（せんぼんまつ）

問小国町役場総務課　☎️ 46-2111　　　　　

組の名称変更について

　災害時にペットを守れるのは飼い主だけです。ペッ

トと避難が必要であるか判断することはもちろん、人

やほかの動物に友好的であることや、むやみにほえ

ない、ケージに入るなどのしつけやノミ・ダニの駆除、

迷子になった時のための首輪と迷子札の装着などが

重要です。災害が起きてからどうするかではなく、日

頃からの心構えと備えが大切です。

問熊本県健康危機管理課　☎️ 096－333－2248 

ペットも守ろう！防災対策



学 校 公 開 日

4 /16 月 　小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

5 /15 火 　小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

水 道 当 番 店

（ 有 ） 財 津 総 業 ☎46-2819

22 日 キ タ ザト 商 店 水 道 部 ☎46-6148

（ 有 ） 産　    　 興 ☎46-2507

（ 有 ） 穴 井 住 設 ☎46-2331

29 日 宮 崎 水 道 ☎46-5048

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

30 祝

北里電業水道設備（有）☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

3 祝

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎46-2986

（ 資 ） 小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

4 祝 宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎46-2240

（ 有 ） 財 津 総 業 ☎46-2819

5 祝 キ タ ザト 商 店 水 道 部 ☎46-6148

（ 有 ） 産　    　 興 ☎46-2507

（ 有 ） 穴 井 住 設 ☎46-2331

6 日 宮 崎 水 道 ☎46-5048

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

13 日

北里電業水道設備（有）☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

4

5

社 協 告 知 板

　この度、次の方々からご寄付いただきましたので、お

礼とともにお知らせ致します。

　○香典返しとして

　　宮原戸角　　時松　初義様

　　　　　　　　故人　チシ様

　　黒渕杉平　　髙野　教光様

　　　　　　　　故人　丸子様

　　黒渕室原　　進　カツ子様

　　　　　　　　故人　愼吾様

　　宮原戸角　　綿貫　宏光様

　　　　　　　　故人　昭夫様

　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社会福

祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

税 告 知 板

問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

今月の町税についてお知らせします。

◎軽自動車税

◎納期限及び口座振替日：4 月 25 日（水）

　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願

いします。

4/16 ～ 5/15

消 費 生 活 相 談

火 　     4 / 17・24　　5 / 1 ・ 8・15

木
※毎週木曜日の相談は南小国町役場総
務課で受け付けています。
　     4 / 19・26　   5 / 10　

　　　　◎場所　（火曜日）小国町役場　　住民課

☎ 46-2115　

　　　　　　　　（木曜日）南小国町役場　総務課

☎ 42-1112　

　　　　◎時間　9：00 ～ 16：00

※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの方、

債務問題でお悩みの方は、気軽にご相談ください。

※電話相談も受け付けています。

24OGUNI 2018.4

休日在宅医
4/16 ～

5/15
小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

4/22 松 見 内 科 クリニック ☎ 22-0260

    29 脇 胃 腸 科 ☎ 32-2500

     30 坂 梨 ハ ートクリニック ☎ 24-6262

5/  3 たくもと小児科クリニック ☎ 34-2202

      4 栗 林 内 科 医 院 ☎ 24-1024

      5 眼 科　 古 嶋 医 院 ☎ 34-0008

      6 家 入 整 形 外 科 ☎ 32-0048

    13 古 閑 医 院 ☎ 22-3000



おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  図書  小国町図書室

25
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16 月

17 火

18 水

19 木
３歳児健診 おぐに老人保健施設 2 階

受付 13：15 ～ 13：30

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水 無料法律相談  パラソル 10：00 ～ 15：00

26 木

27 金

28 土 パラソル休館日

29 日 パラソル休館日

30 月 パラソル休館日

1 火

2 水

3 木 パラソル休館日

4 金 パラソル休館日

5 土 パラソル休館日

6 日 パラソル休館日

7 月 心配ごと相談  パラソル 10：00 ～ 11：30

8 火

9 水
３～ 4ヵ月児健診及び６～７ヵ月児健診

 　おぐに老人保健施設 2 階 受付 13：15 ～ 13：30

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月 行政相談  パラソル 10：00 ～ 12：00

15 火

5

4 元気クラブ
問地域包括支援センター　☎ 46-2116

17 火
9：30 ～ 片田集会所

13：30 ～ 倉原公民館

18 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

19 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

20 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小体育館

25 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

26 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

27 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

1 火
9：30 ～ 片田集会所

13：30 ～ 倉原公民館

2 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

9 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

10 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

11 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小学校

15 火
9：30 ～ 片田集会所

13：30 ～ 倉原公民館

4

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。

5
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町のうごき
平成 30 年 3月1日現在（前月比）

総人口　7,241 人　（-   25）

男　性　3,450 人　（-     9）

女　性　3,791 人　（-   16）

世帯数　3,067 戸　（-   23）

編  集  後  記

●今年は花見はされましたか？桜
の下で座って宴会をするのは日本
独自の文化だそうです。外国では
桜が咲いている公園内に入るのに
入場料がかかったり、外でお酒を
飲むのが禁止されていたりするそ
う。近頃では外国人も日本にやっ
てきてお花見をしているようで
す。ここ数日は天気も良くて絶好
のお花見日和だったでしょう。春
はとっても楽しい季節です。
●もうすぐゴールデンウィークが
やってきます。特に出かける予定
はないのですが、ピクニックにで
も行きたいなと思っています。（で
きれば梅雨前までに。）ですが、ピ
クニックなんて滅多にしないのでど
こに行けばいいかわかりません（笑）
なので、ぜひみなさんオススメの
ピクニックスポットを聞かせてく
ださい！

（右の答え：池の鶴の大桜）
（セツダ）

　3 月 31 日から４月 5 日まで
の６日間、18 時から 21 時まで、
鍋ヶ滝がライトアップされまし
た。春の風物詩となったこのイ
ベントは、夜にも関わらず、た
くさんの方々が訪れ、神秘的な
雰囲気に包まれていました。

鍋ヶ滝ライトアップ

鯉！？のぼり

　杖立温泉鯉のぼり祭りが 4 月 1 日から始まりました。今年も約

３５００匹の鯉のぼりが杖立川上空を泳ぎます。

　毎年のこのお祭りですが、なにか違和感が…。　

　これは…鯉？？

　いいえ、カツオです！鯉に紛れてカツオのぼりが揚がっています。

　これは鰹節で有名な鹿児島県枕崎市のものです。

　どこにあるかぜひ見つけてみてください！！

　「小国のここはドコでしょう！？」今回は１１回目です。

　　

☆小国町には地域の住民のみなさまにしか知られていない、美しい

景色やほっとするスポット、神社、滝、農村風景などがたくさんあ

ります。そんなスポット（小国のいいところ）をみなさんにクイズ

形式でご紹介したいと思います。

答えは左の編集後記内で！小国のここはドコでしょう！？

小国のここはドコでしょう！？Q

【ヒント】

①下城地区です。大きな桜の木です。


